手引様式第７
事故報告書
[bookmark: _GoBack]                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日　
茨城県知事　　殿
名称

	発生日時
	〔時刻は24時間呼称、曜日記載〕

	発生場所
	〔所在地、当該事故発生場所〕

	火薬類の種類
及び数量
	

	事故の状況
	事故発生前の状況、発生までの経過、事故時の模様
事故の規模、被害の範囲

	被害
	死者、重傷者、軽傷者別の氏名、年齢、職名、経験年数
及び被害部位、第3者被害の状況、物的被害の箇所、
被害状況及び直接損害等

	応急措置
	事故の連絡(事故発生時連絡した先を記載)、消火活動、
救急活動、緊急作業等の実施状況

	原因
	直接的間接的原因、被害拡大原因等できるだけ詳細に記
載すること。推定の場合は原因推定の理由、原因推定上
参考となるべき事実を詳細に列挙すること。

	対策
	一般的対策、応急的対策、恒久的対策を記載すること。


	(注)１
	事故の内容により、配置図、フローシート、事故部分の図面、写真、現地新聞
記事等を添付すること。

	　　２
	本報告後、変更あるいは確定した事項があった場合には必ず訂正追加の報告を
すること。





